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■背景と内容 

北九州市響灘地区は、風力発電産業アジア総合拠点として企業集積が急速に進んでいます（図１）。

この地区には、響灘風力発電所(平成15年3月運転開始)をはじめ多数の風車が稼動しています。ま

た、平成25年6月には、響灘沖に洋上風力発電設備が設置され運転を開始しており、北九州市響灘

地区は国内の風力発電産業に関して、現在、最も注目されている地域の一つです。 

 

   
 

北九州市響灘地区を対象にした局所的な風の流れの見える化を実施 

風 車 落 下 事 故 に 対 す る 風 況 面 概 要 

九州大学応用力学研究所 内田 孝紀 准教授は、数値風況診断技術「RIAM-COMPACT®(リアムコン

パクト）」を用いて、風力発電産業の企業集積が急速に進んでいる北九州市響灘（ひびきなだ）地区

を対象にして、局所的な風の流れの見える化を実施しました。 

まず、気象庁が配信している気象GPVデータから、平成23年～平成24年における響灘地区の卓越風

向などを特定しました。次に、響灘沖に位置する白島［男島（おしま）・女島（めしま）］、響灘地区

の单側に位置する石峰山(標高302m)、響灘地区内外の地上構造物などの影響を考慮した局所的な風

の流れをコンピュータ上に再現し、結果としてそれらの風の流れの時間的・空間的な変動が響灘地

区およびその周辺海域にまで及んでいるとの結論を得ました。 
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図1 北九州響灘地区（図中の点線）の周辺地勢 
図2 気象GPVデータの解析結果、地上10m、 

赤線：平均風速(m/s)、青線：出現頻度(％) 

気象GPVデータ 

の取得位置、地上10m 



 

 
 

図3 シミュレーション結果、風向：北西、主流方向風速の分布図、赤色ほど風速が大きいことを意味する 
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注）流入風速に対する風速比

のこと、以下同じ。 
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風速分布図 



 

 
 

図4 シミュレーション結果、風向：南、主流方向風速の分布図、赤色ほど風速が大きいことを意味する 

石峰山(標高302m) 
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図5 シミュレーション結果、風向：南東、主流方向風速の分布図、赤色ほど風速が大きいことを意味する 
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風速分布図 



 

 

本研究では、数値風況診断技術「RIAM-COMPACT®(リアムコンパクト）」を用いて、風力発電産業

の企業集積が急速に進んでいる北九州市響灘地区を対象にして、局所的な風の流れの見える化を実 

施しました。最初に、平成23年～平成24年における気象庁が配信している気象GPVデータを解析し、

響灘地区には北西および单東の風が年間を通じて卓越して吹いており、かつ北西および单東の風の

発生頻度もほぼ同程度であることが分かりました（図２）。つまり、海からの風と陸からの風が同

じような頻度で吹いていることになります。よって、北西寄りの風が吹いている状態では、響灘沖

に位置する白島［男島（おしま）・女島（めしま）］などの小離島の影響を受けた風が、また单から

单東寄りの風が吹いている場合には、響灘地区の单側に位置する石峰山(標高302m)や、響灘地区内

外の地上構造物などの影響を受けた風が発生することになります。 

そこで、数値風況診断技術「RIAM-COMPACT®(リアムコンパクト）」を用い、①北西、②单、③单

東の風の流れをコンピュータ上に再現し、局地的、局所的な風の流れの時間的・空間的な変動の見

える化を実施しました（図３、図４、図５）。結果として、それらの風の流れの時間的・空間的な

変動が響灘地区およびその周辺海域にまで及んでいるとの結論を得ました。 

 

■まとめと今後の展開 

今回の成果をさらに高精度化(具体的には、最新の建物形状データの入力など)することによって、

北九州市響灘地区を含む陸域および海域を対象にした高解像度・局所風況マップの作成に繋がります。

これらは既存風車や、新規の(洋上および陸上)風車建設のための風況診断・乱流診断などにも活用可

能です。また同時に、響灘沖を運行する船舶に対して、周辺の地形や地物の影響など考慮した局所風

を検討する重要な指針にも繋がります。 
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■参 考 

※本成果に関連する研究内容については、下記Webサイトにも掲載しています。 

応用力学研究所 新エネルギー力学部門 風工学部分野Webサイト 

http://www.riam.kyushu-u.ac.jp/windeng/aboutus_detail03.html 
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